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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、３月から開始する「アフリカ地域サブサハラアフリカにおける食料安全保障・栄養改善のためのフードバリューチェーン開発に係る情報収集・確認調査」について、ご紹介します。この調査のねらいは、サブサハラアフリカの食料安全保障や栄養改善に資するフードバリューチェーン開発について、官民連携による開発支援事業案を作成することです。官民連携について、スライドの右半分でご説明いたしますと、投入材、生産、加工・流通そして消費に至るフードバリューチェーン開発に、農業投入材・農機・加工用機材等の商材販売、加工食品、添加物の現地生産・販売等をとおして取り組む日系企業の皆様のビジネスを、ODAが後押しするものです。ODAとしては、無償や有償資金協力による道路・橋梁・電力・水アクセス、物流センター等の基礎インフラ整備、フードバリューチェーン開発に関連する現地行政官や農家の能力強化、そしてマーケティングや栄養教育を通じた消費促進等に関する技術協力、また、日系企業又は現地のパートナー企業の設備投資に係る支援等として海外投融資がございます。
対象地域および作物は、ザンビアを含むサブサハラアフリカの5カ国とダイズを含む複数の作物を選定します。選定の際には、食料安全保障や栄養改善の視点だけでなく、企業の皆様との連携可能性を重視します。
調査期間は、2019年3月から8月にかけて現地調査対象国と対象作物を選定する第1フェーズと、
2019年9月- 2020年3月にかけて対象国での現地調査、ワークショップ開催、官民連携の開発支援事業案の検討、作成を行う第2フェーズに分かれています。
なお、本調査はかいはつマネジメント・コンサルティング及びNTCインターナショナルによる共同企業体がJICAの受託企業として実施します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて本調査が企業の皆様とどのように連携して実施されるか、詳しくご説明します。オレンジ色のボックスは調査の流れを、グレーのボックスは企業の皆様と本調査の関わりを、それぞれ示しています。複数の段階で、皆様の関心や意向を吸い上げて、調査に反映する計画です。まず事前調査の段階では、企業の皆様が関心を持たれている、サブサハラアフリカの国や作物・食品について情報を頂き、対象国および対象作物の選定に反映させたいと考えています。現地調査の準備においては、企業の皆様のFVCビジネスにおいて必要な情報を伺い、調査項目に取り入れたいと思います。また、現地調査の後に官民連携事業案を作成しますが、その際にも企業の皆様からコメントを頂き、事業案をより実効性のあるものにすることを目指すつもりです。
また、中間報告書および最終報告書については、企業の皆様に対するご報告の機会を設けたいと考えております。加えて、現地調査においては、調査対象国にある皆様の現地法人とも可能な限り面談の機会を頂ければと存じます。
本日のセミナーには、本調査を受託したかいはつマネジメント・コンサルティング及びNTCインターナショナルの調査団員4名が来場しています。本調査に関心を持たれた企業の皆様におかれては、この機会に是非両社の方々と話をされてみては如何でしょうか。本日お時間を取れない場合は、このスライドに記載されているかいはつマネジメント・コンサルティング国際ビジネス支援部の橋本さんまでご連絡頂ければと存じます。なお、情報の取扱には十分留意し、本調査のみの活用といたします。
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対象地域および作物は、ザンビアを含むサブサハラアフリカの5カ国とダイズを含む複数の作物を選定します。選定の際には、食料安全保障や栄養改善の視点だけでなく、企業の皆様との連携可能性を重視します。
調査期間は、2019年3月から8月にかけて現地調査対象国と対象作物を選定する第1フェーズと、
2019年9月- 2020年3月にかけて対象国での現地調査、ワークショップ開催、官民連携の開発支援事業案の検討、作成を行う第2フェーズに分かれています。
なお、本調査はかいはつマネジメント・コンサルティング及びNTCインターナショナルによる共同企業体がJICAの受託企業として実施します。
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また、中間報告書および最終報告書については、企業の皆様に対するご報告の機会を設けたいと考えております。加えて、現地調査においては、調査対象国にある皆様の現地法人とも可能な限り面談の機会を頂ければと存じます。
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